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課題 右図のような右図のように２次関数ｙ=X２と直線 X=1， 

X 軸とで囲まれた部分の面積Ｓを求めてみよう。                         

４点原点、点 (1,0)、点(0,1)、点(1,1)とで囲まれた一辺の長さ１                 

の正方形内に、放物線ｙ=X２を描き、でたらめにＮ個の小豆を

まいてみます。 

  そのうち、右図影の部分にに入った小豆の数をＭ個とする。 

  面積Ｓと正方形の面積と、小豆の数との比を考えると、 

         Ｓ：１＝Ｍ：Ｎ 

         Ｓ＝Ｍ/N 

  となる。 
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このようにして面積を求める方

法 を モ ン テ カ ル ロ 法 (Monte 

Carlo methods) といいます。 

 では、実際に方眼用紙等を準備し、正方形と放物線を描き（実際は半径１の正方形であるが実験を容

易にするために拡大形を描こう）、豆まき用の小豆を準備します。  

１２のｸﾞﾙｰﾌﾟ別に 100 個(Ｎ＝100)の小豆を正方形内にまいて、影の部分の小豆の数(Ｍ)を数えよう。 

結   果 １ｸﾞﾙｰﾌﾟ 2 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 3 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 4 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 5 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 6 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 7 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

打った小豆の数 100 100 100 100 100 100 100 

影に入った小豆の数        

円周率の値        

 

結   果 8 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 9 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 10 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 11 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 12 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 合計 

打った小豆の数 100 100 100 100 100 1200 

影に入った小豆の数       

円周率の値       

・１２ｸﾞﾙｰﾌﾟで合計 1200 回の実験を行ったことになりましたが、結果はどうでしょう。 

・実際の面積は、1/3=0.333･･･となるのです。【数学Ⅱの積分の応用で学びます。】 

・もっとたくさんの実験を行えば正確な円周率の値になりそうな感じがしますね。 

・手作業での実験では無理がありそうです。 次の時間に、この実験をコンピュータ上でシミュレーシ

ョンしてみましょう。 

 例えば、1000 個の小豆をまいて、影の部分に 330 個の小豆が

あったとすると、 Ｓ＝325÷1000＝0.325 となります。 
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